
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期 日 2026 年７月 18 日（土）・19 日（日） 

２ 場 所 リアルター夢りんご東光スポーツ公園・花咲スポーツ公園 

３ 対 象 Connect カブスリーグ道北ブロックおよび旭川・道北地区 ALBALUPO カブスリーグ 

４ 内 容 ➀ リスペクト旗を囲んでの対戦チームによるキックオフ前の写真撮影（全試合） 

      ② MWO の配置 

      ③ 選手・指導者・審判・保護者への振り返りアンケート（任意） 

５ その他 リスペクト・フェアプレーデイズ 2026 秋：9 月 19 日（土）・20 日（日）・ 

                            21 日（月）・22 日（火）・23 日（水） 

振り返りアンケート 
Google フォームにて回答を集約 

 

アンケート項目 
 

０ 共 通 ➀ 試合の期日 ② 所属チーム名 ③区分（選手・指導者・審判・保護者の別）  

 

※ 以下の、文章入力以外の各設問においては、「最も当てはまるもの」１つを選択することとする。 
 

１ 選 手 ④ 試合にはどんな姿勢で臨みましたか？ 

      ⑤ 味方選手のミスに対してどんな声をかけましたか？ 

      ⑥ 相手選手に対してどんな態度を取りましたか？ 

      ⑦ 審判にどんな態度を取りましたか？ 

      ⑧ リスペクト・フェアプレーに関して普段心がけていることを入力してください。 
 

２ 指導者 ④ 相手チームの指導者とはどんな態度で接しましたか？ 

      ⑤ 選手のプレー全般に対してどのような声かけをしましたか？ 

      ⑥ 選手の判断に対してどのような姿勢で臨みましたか？ 

      ⑦ 審判の判定に対してどのような態度で臨みましたか？ 

      ⑧ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 
 

３ 審 判 ④ 本日のレフェリングについて振り返ってください。 

      ⑤ 自身の審判スキルに関する考えを聞かせてください。 

      ⑥ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 
 

４ 保護者 ④ 自チームの保護者の方の応援はどんな様子でしたか？ 

      ⑤ 保護者の応援について気になったことはありましたか？ 

      ⑥ リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

～ 2026 SUMMER ～ 



アンケート結果 
 

選 手 
回答数：99 

Q 試合にはどんな姿勢で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 味方選手のミスに対してどんな声をかけましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 相手選手に対してどんな態度を取りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームの勝利のために 
全力でプレーした。89.8% 

自分のやりたいプレーに 
こだわった。 5.1% 

 

あまり前向きな気持ちで 
望めなかった。 5.1% 

 

体調不良やケガを隠して 
試合に出場した。0% 

気にするな（ドンマイ）と 
声をかけた。70.7% 

特に声はかけなかった。26.3% 
 

ミスに対して 
文句を言ってしまった。 3.0% 

ミスに対して 
強く責めてしまった。 0% 

リスペクトの精神で接した。 
84.8% 

文句や悪口を 
言ってしまった。1.0% 

相手がケガをしても仕方ないと
思ってしまった。 0% 

特に何も意識することは 
なかった。 14.1% 



Q 審判にどんな態度を取りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して普段心がけていることを入力してください。 

▶ リスペクト、感謝、思いやりというキーワード 

■ リスペクト 

〇ピッチや相手にリスペクト精神を持つ。 

〇監督やコーチ、審判や親に対してリスペクトし

ている。 

〇監督、コーチ、審判などの試合に関わってくれ

ている方々にリスペクトと敬意を払って試合

をした。 

〇審判や相手の選手にリスペクトするように心

掛けている。 

〇相手チーム、審判にリスペクトを持つこと。 

〇相手と審判をリスペクトし、ファールなどした

時にはすぐに駆け寄り軽く謝罪をすることを

心がけている。 

〇相手をリスペクトすること。 

〇相手選手をリスペクトし、怪我などがあれば気

をかける。 

〇リスペクトすること。 

 

■ 感謝や敬意 

〇いつも相手、審判、味方、先生がいることでサ

ッカーができていることを当たり前にしない

で感謝を込めてプレーしている。 

〇監督やコーチや親に感謝をして練習や試合に

臨んでいる。 

〇サッカーにかかわる全ての人に感謝すること。 

〇相手をしてくれる人に感謝の気落ちを持ち、ル

ールを守る。〇チームメイトには一緒に試合を

する仲間として接している。保護者には日頃か

ら送り迎えや捕食を買ってくれるなどたくさ

んのことをしてくれているから日々感謝しな

がらプレーに挑んでいる。 

〇自分がサッカーをできているのは仲間、指導

者、対戦してくれる相手がいるからなので、そ

の人たちへの感謝をいつも心がけけるように

しています。 

〇相手にも感謝を持ってプレーする。 

〇感謝を忘れない。 

〇自分がサッカーをさせてもらえることへの感

謝。 

〇自分の周りの人に感謝をすること、敬意をもつ

こと。 

〇味方、相手選手ともにどちらにも敬意をはらう

こと。 

〇相手や審判がいることによって試合ができて

いるので、そう言う人に敬意を持って試合に臨

んでいる。 

〇相手や審判に敬意をもつ。 

〇相手チームの選手には同じサッカーをする仲

間なので敬意を持つ。 

〇相手に敬意を持ってプレーをしている。 

〇相手チームに敬意をはらってプレーしている。 

 

 

審判をリスペクトして 
判定には素直に従った。 86.9% 

思わず声を発してしまったが 
その後は判定に従った。13.1% 
 

判定に対して 
文句を言ってしまった。 0% 

審判を侮辱するような言動を 
取ってしまった。 0% 

 



■ 思いやりや尊重 

〇普通はこうするだろと思わないようにし、選手

一人一人のプレーを尊重する。 

〇相手や味方を思いやり、一生懸命プレーする。 

〇相手をしっかりと思いやり、節度のある行動を

とることを心がけています。 

〇相手を尊重する。 

〇ピッチに居る全員が不満ないようにすること。 

〇相手がいないとサッカーはできないと日々思

いながらプレーをしています。 

 

〇相手や審判などの周りの関係者がいなきゃ成

り立たないことだと意識している。 

〇相手も自分と変わらないまだ幼い子供である

こと。 

〇応援してくれている保護者もいないとサッカ

ーはつくれないと思うから、挨拶を必ずする。 

〇試合の最初と最後は挨拶とかをちゃんとする

こと。 

〇握手は必ず両手でしていること、挨拶をしっか

りすること。 

〇不快になる言葉を言わない。あいさつや握手を

しっかりする。 

▶ 味方選手や相手選手に対して 

〇仲間にナイスプレーと声をかけること。 

〇ミスしてもプラスな声がけをすること。 

〇嫌な言葉をかけない。 

〇声をかける。 

〇仲間や相手に対して暴言をはかない。 

〇相手に悪口を言ったり、味方の選手を傷つける

声掛けは言わないように心がけている。 

〇スローインで出たときに相手にボールを渡す。 

〇相手が嫌な気持ちになるような言葉を言わな

いように心がけている。 

〇もし怪我をさせてしまったらすぐに謝まる。 

〇故意でやったプレーでなくても、相手に怪我を

させてしまった際は謝るなど普段から心がけ

ている。 

 

〇相手選手に悪質なタックルなどをしない。 

〇相手に強くぶつかってしまったときは必ずす

ぐに声をかけること。 

〇危ないプレーをしないようにする。 

〇安全にプレーをすること。 

〇相手選手にも声をかけて気遣うこと。 

〇お互いが気持ちよくプレーできるように心が

けた。 

〇相手への優しさ。 

〇相手の気持ちになる。 

〇感じよく接する。 

〇自分がされて嫌なことはしない。 

〇相手とは立場を公平に考え接している。 

▶ ファウルをしてしまったら 

〇ファールしてしまったら謝る。 

〇相手にファウルをしてしまったらしっかり謝

る。 

〇ファウルをしてしまったときはごめんねと声

をかけること。 

〇相手にわざとじゃなくてもファウルなどして

しまったときは謝罪の言葉などを言う。 

〇ファウルとか、相手にわざとじゃなくても足掛

けてしまった時とかにごめんなどと声をかけ

たり、審判の判定に文句一つ言わずに従う。他

にも相手を馬鹿にするようなことは言わない。 

〇安心、安全に一生懸命戦い、ファウルをしてし

まった場合はすぐ謝ってお互いに気持ちよく

試合をすること。 

 

▶ 審判や判定に対して 

〇審判に文句を言わない。 

〇審判に文句を言わないようにする。 

〇審判の判断に文句を言わないようにすること。 

〇審判に反論しない。 

〇審判に反論しない。 

〇審判などの意見を尊重する。 

 



▶ 自分自身に対して 

〇相手チーム、味方チーム関係なく、ミスをしっ

かりと受け止めて次のプレーを本気で挑めた。 

〇勝ち負けを受け入れ次の試合も全力で頑張る。 

〇楽しくサッカーを行なっている。 

〇お互い全力でプレーできるようにプレーして

います。 

〇うまく行かなかったりしても切り替えて感情

で行動しないようにしている。 

〇あまり感情的にならないようにしている。〇相

手チーム、味方チーム関係なく、ミスをしっか

りと受け止めて次のプレーを本気で挑めた。 

〇勝ち負けを受け入れて次の試合も全力で頑張

る。 

〇楽しくサッカーを行なっている。 

〇お互い全力でプレーできるようにプレーして

います。 

〇うまく行かなかったりしても切り替えて感情

で行動しないようにしている。 

〇あまり感情的にならないようにしている。 

〇試合に出ている選手が笑顔でサッカーできる

ように心がけてプレーしています。 

〇文句を言わない。 

〇味方、相手、審判に悪口を言わない。 

〇審判や相手に対して、優しく接する事を心がけ

ている。 

〇常にフェアプレー精神。 

〇協力。 

〇コミュニケーション 

 

 

 

指導者 
回答数：17 

Q 相手チームの指導者とはどんな態度で接しましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 選手のプレー全般に対してどのような声かけをしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

握手はしなかったが 
アイコンタクトを取り挨拶を 

することができた 52.9% 

励ましたりトライを促したり 
ポジティブな声かけができた。

100% 

試合前・試合後のいずれかで 
握手を交わし挨拶を 

することができた。11.8% 
 
試合前と試合後に握手を交わし 
挨拶をすることができた。 

35.3% 
 

自発的な挨拶は 
しなかった。 0% 

 

ミスに対して 
叱責してしまった。 0% 

 

全体的にネガティブな声かけが 
多かった。 0% 

特に声かけはしなかった。0% 
 



Q 選手の判断に対してどのような姿勢で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 審判の判定に対してどのような態度で臨みましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇振り返る良い機会になっています。 

〇試合後、両側のスタンドへあいさつをするチームが増えてきたように思います。また、相手方の保護

者も温かい拍手があり、素敵だと思います。 

〇選手の審判に対する抗議的な発言が気になりましたが、ジャッジについて言わないことや、「審判が

いてこの試合が成り立つんだから。」と声をかけている指導者がいて素敵だなと思いました。相手を

煽るような発言やジャッジに対する声が選手から多く聞こえるように感じます。サッカーをしてい

れば審判の判定に対してそれぞれ言いたいことはあるでしょうが、選手は指導者の姿を見てそのよ

うにしているはずなので、模範的な声かけやコーチングをどのチームも意識すべきと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審判をリスペクトし 
判定に従った。100% 

必要最小限の 
コーチングに努めた。52.9% 

ファーストリアクションで 
不満を示してしまったが 

判定には従った。0% 
 

基本的に選手の判断に委ね 
励ます声かけ飲みに努めた。 

47.1% 
 

すべてを 
選手の判断に委ねた。 0% 

 

判定に異議を唱えてしまった。 
0% 

判定に対するリアクションを 
多く取ってしまった。0% 

オーバーコーチングに 
なってしまった。0% 

 



審 判 
回答数：6 

Q 本日のレフェリングについて振り返ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 自身の審判スキルに関する考えを聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇ベンチで異議が多いチームは、選手も多いように思います。指導者の姿を見て、選手は育ちます。勝

っているときは気分よく、負け始めたら異議、のような姿を選手に見せてはいけないと思います。大

人の責任だと思います。 

〇全体的に、形骸化されてきている気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観る位置や角度など 
改善しなければならない点が 

あった。66.7% 

満足できる 
レフェリングができた。33.3% 
 

適切なレフェリングが 
できなかった。0% 

判定に迷う場面が 
多くあった。0% 

現在の資格やスキルに 
満足している。50.0% 

スキルアップの機会があれば 
学びたい。33.3% 

 

満足はしていないが 
今以上の活動は 
困難だと考えている。16.7% 

上位資格を取得したいと 
考えている。0% 



保護者 
回答数：67 

Q 自チームの保護者の方の応援はどんな様子でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 保護者の応援について気になったことはありましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q リスペクト・フェアプレーに関して意見や感想があれば入力をお願いします。 

〇監督、コーチは一部の選手を贔屓するような姿勢が見受けられます。選手に対してリスペクトする姿 

勢があるなら、贔屓するような姿勢はおかしいと思う。また相手のチームの選手のことより、まずは

自分のチームの選手のことを考えて欲しい。レフェリーについては、オフサイドを取らない、スロー

インの位置を修正しないなどが見受けられ、残念でならない。保護者や選手に対して、審判の判断に

文句を言うなというなら、ある程度のレベルで審判して欲しい。保護者については、失敗した選手に

対し、大笑いしている様子が見られる。自分の子供のことなのかもしれないが、真剣に勝ちたいと思

っている選手や保護者に対し、失礼だと思う。ということで、この制度は現状では全く意味がないと

思います。 

〇判定が一貫しない審判が稀にいるので、そういった場合はきちんと指導して欲しい。 

〇自チームに関してですが、通常時はもっと強いコーチングがあるのに、リスペクト・フェアプレーデ

イズというのを指導者が意識しすぎているのか慎重になっている気がした。 

〇選手達が審判に対してリスペクトしている姿が見られ、対応も迅速でした。 

〇ファウルがあった際に、すぐに相手選手に謝罪の意志を示し、点差は開いたがお互いに最後までリス

ペクトを持ってプレーしていた。 

〇対象ではない日のアンケートもやって欲しい。 

自チームの良いプレーに対して 
拍手で讃えていた。43.3% 

全体的に静かに観戦していた。 
19.4% 

 

相手チームの 
良いプレーに対しても 
拍手などで讃えていた。11.9% 

自チーム選手に対し積極的に 
声援を送っていた。25.4% 

特に気になることはなかった。 
92.5% 

審判の判定に対して 
異議を唱えていた。 1.5% 

 

相手チームの選手を 
非難する声があった。0% 

自チームの選手の 
ネガティブなプレーを 

責める声があった。 6.0% 



MWO の配置 

 月日 対戦カード  月日 対戦カード 

1 7/18 上富良野中 vs コンサ 2nd 8 7/19 SSSC vs EINS FSV 

2 7/18 富良野合同 vs 東川 SC 9 7/19 名寄 SC vs VITA FC 2nd 

3 7/18 なかふらの vs 緑が丘 FC 3rd 10 7/19 広陵中 vs CKK 

4 7/18 BNFC 2nd vs 北門中 11 7/19 緑が丘 FC vs 永山・永山南 

5 7/18 BNFC 3rd vs ATT 以下の２試合は荒天のため延期 

6 7/18 たかとんび vs 附属旭川中 － 7/19 EINS Loewe vs 東明中 

7 7/18 留萌中 vs 緑が丘 FC 2nd － 7/19 EINS Bar vs 中央・明星 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


